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The industry-academia collaboration and intellectual property management section was
established within Kawasaki Medical School since fiscal year 2016. From fiscal 2014, it became
possible to invite a wide-area university intellectual property advisor (participate as a campus) for 2
years by the advisor dispatch program by INPIT (National Center for Industrial Property
Information and Training), and three univercities (Kawasaki Medical School, Kawasaki Medical and
Welfare University and Kawasaki College of allied Health Professions) in Kawasaki Gakuen (an
educational foundation) with Okayama Prefectural University and Fukuyama University formed
West-Japan Medical Network for Intellectual Property Management project. Thereafter, new
project for inviting advisor from INPIT was adopted since 2016. This new project is project form-
assisted program. At the same time, industry-academia collaboration and intellectual property
management section in Kawasaki Medical School started its activities such as held faculty-
developing meeting, introduction of research seeds in our medical school in domestic exhibitions (i.e.,
BioJapan), open an exhibition called “KMS Medical-Ark" and publishing booklet for disclosure of
research seeds. Inaddition with these activities, our section is participating nation level net-work
such as the Japanese Association of Medical University Network for technology Transfer (medU-
net) managed by Tokyo Medical and Dental University as well as several Okayama prefectural
clusters for industry-academia collaboration, especially medical and engineering. In this article,
activities of our section in fiscal year 2016 were shown and future outlook is discussed.
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① ミクロものづくり岡山 ② メディカルネット岡山
③ 医療機器開発プロモートおかやま
⑶ 個人会員制度組織への参画

































































































































































































2017 年 度 に は，2016 年 度 同 様 に FD 会，
BioJapanへの出展による学内シーズの紹介，
KMSメディカル･アーク2018の開催に加えて，
2016年度のKMS メディカル･アークより臨床現
場のニーズからのイノベーションの萌芽が生じ
たことを受けて，附属病院および総合医療セン
ターのメディカル・スタッフ向けのスタッフ・
ディベロプメント（SD）会の開催も実施する予
定である。
また県内では「岡山県医用工学研究会」と「お
かやま生体信号研究会」については2017年６月
の例会を大槻が担当世話人を務めた（報告は
2017年度の報告書に含める）。さらに「おかや
まバイオアクティブ研究会」については2018年
６月の開催を請けている。
改めて，産学連携活動あるいは知財に関連し
た活動とともにその管理は，現在の本邦の大学
として，求められているものであることは疑い
ようもない。大学の特異性から医学医療領域が
イノベーションの一つの大きなジャンルと捉え
ると，そこには種々の研究の発展の機会も眠っ
ていると考えられる。産学連携知的財産管理室
としても，一層所掌事項に注力し，本学の多様
性に富む教室や教員の力をこういった方面にも
向けていけるように努力したい。
謝 辞
産学連携知的財産管理室の活動については，
福永仁夫学長，柏原直樹研究担当副学長，石原
克彦研究担当学長補佐のご理解とご協力，ご支
援によって運営が滞りなく進んできていますこ
と，改めてこの場をお借りして深謝いたします。
また，研究支援係の皆さんには，特にKMSメ
ディカル･アーク2017の開催においては多大な
ご協力をいただき，誠にありがとうございまし
た。
４．考察
本学の産学官連携あるいは知財管理について
は，まだまだその活動の端緒に入ったばかりで
あるというのは偽らざるところである。産学連
携知的財産管理室でも，本地は研究支援係の参
与として担当しているがフルタイムではない。
また西山もあくまでアドバイザー派遣事業での
参加である。事務方も含めて教員はすべて兼任
で対応しており，これでどこまで十分な対応が
できるのかは，若干心もとない部分もある。
しかし，2014年度からの西日本医系大学知的
財産管理NW事業，2016年度からの吉備地域産
学官連携知的財産活用NW事業によって，2010
年度から2015年度の平均に比べて2016年度は特
許申請件数は平均2.5件から４件に，共同研究
契約等（企業）は1.2件から４件に増加した。ま
た，2017年度になってからのmedU-net総会の
資料から，民間企業との共同研究にかかる個別
実績（医療系）として，本学は実施件数として
25位，研究費受入額として18位と提示されてお
り，おそらく初めてランクインしたものと思わ
れる。
しかしながら，大学から教員に求められるも
のは，教育，そして臨床の教室であれば診療，
さらに研究があり，その上に産学連携とともに
特許申請等が加わるとすると，それぞれの教室
自体の総合力や，教員それぞれの志向によって
も位置付けは変わってくるものと思われる。ま
た，研究を重視するにしても例えば抄録集や科
学研究費の報告書などに記載された内容は，既
に公知と位置付けられ知財としての価値を失う
ことになる。しかし，冒頭にも記した通り，国
の方針として大学には産学連携の推進などが求
められていることも事実であり，志向の合う教
員の支援体制を強化するとともに広報を充実さ
せ，こういった取組に対して興味を持って対峙
する教員を増やしていくことも重要かと考えて
いる。
27大槻剛巳ほか：産学連携知的財産管理室－2016年度活動報告－
2014年度半ばにかけての活動－．川崎医学会誌
－一般教養篇－ 40:1-20，2014
９）大槻剛巳，寺田喜平，山内明，福永仁夫．川崎
医科大学における大学連携，産学官連携等，対
外活動について：その7－2014年度半ばから
2015年度半ばにかけての活動－．川崎医学会雑
誌－一般教養編－ 41:1-21，2015
10）大槻剛巳，山内明，寺田喜平，李順姫，西村泰
光，福永仁夫．川崎医科大学における大学連携，
産学官連携，対外活動について：その８－2015
年度半ばから2016年度半ばにかけての活動－．
川崎医学会誌－一般教養篇－ 42:1-18，2016
11）http://www.inpit.go.jp/(INPIT WEB)
12）http://www.inpit.go.jp/katsuyo/unvipad/kou_
chizai_ichiran/unvipad00017.html(INPIT
WEB)
13）http://www.kawasaki-m.ac.jp/med/sanchi/
sanchi.php(川崎医科大学産学連携知的財産管
理室 WEB)
14）http://www.inpit.go.jp/katsuyo/unvipad/kou_
chizai_ichiran/uicad0001.pdf(INPIT WEB)
15）http://www.medu-net.jp/(medU-net WEB)
16）大槻剛巳.ようこそ産知室室へ.川崎医科大学研
究ニュース 88:18-21，2017
17）http://www.ics-expo.jp/biojapan/ja/(BioJapan
2017 WEB)
18）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2011/ikut
suka_no_bamen_2011/111004-07biojapan/1110
04-07.html(川崎医科大学衛生学 WEB)
19）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2014/scen
es2014/09-/141015-17-1.html(川崎医科大学衛生
学 WEB)
20）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2016/10oc
t/161013-14.html(川崎医科大学衛生学 WEB)
21）https://sangakukan.jp/event/right_contents/
event/detail.php?eid=7290（JST WEB)
22）http://www.kawasaki-m.ac.jp/med/sanchi/
ivent_2017.php(川崎医科大学産学連携知的財
文 献
１）http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyu
tu/gijyutu8/toushin/attach/1332039.htm（文部
科学省WEB）
２）http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/
12/1380114.htm（文部科学省WEB）
３）大槻剛巳，毛利聡，虫明基，富田正文，西村泰
光，松島眞治，勝山博信，川西礼美，福永仁夫．
川崎医科大学における大学連携，産学官連携等，
対外活動について：その１．川崎医学会誌－一
般教養篇－．37:31-46，2011
４）大槻剛巳，小笠原康夫，柏原直樹，佐藤稔，大
澤裕，矢田豊隆，毛利聡，山内明，武井直子，
前田恵，西村泰光，小野寺昇，望月精一，茅野
功，川西礼美，福永仁夫．川崎医科大学におけ
る大学連携，産学官連携等，対外活動について：
その２．川崎医学会誌－一般教養篇－．37:
47-59，2011
５）大槻剛巳，日野啓輔，種本和雄，藤田喜久，中
塚秀輝，長谷川徹，中野貴司，田中孝明，芝田
敬，松﨑秀紀，李順姫，武井直子，西村泰光，
清蔭恵美，樋田一徳，佐々木和信，川西礼美，
福永仁夫．川崎医科大学における大学連携，産
学官連携等，対外活動について：その３．川崎
医学会誌－一般教養篇－．37:61-75，2011
６）大槻剛巳，虫明基，富田正文，寺田喜平，福永
仁夫．川崎医科大学における大学連携，産学官
連携等，対外活動について：その４ －2011年
度半ばから2012年度半ばにかけての活動－．川
崎医学会誌一般教養篇 2012:38，1-15
７）大槻剛巳，寺田喜平，山内明，福永仁夫．川崎
医科大学における大学連携，産学官連携，対外
活動について：その５－2012年度半ばから2013
年度半ばにかけての活動－ 川崎医学会誌－一
般教養篇－ 39:1-14，2013
８）大槻剛巳，寺田喜平，山内明，福永仁夫．川崎
医科大学における大学連携，産学官連携等，対
外活動について：その６－2013年度半ばから
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産管理室 WEB)
23）http://okayama-sangakukan.jp/modules/
eguide5/event.php?eid=996(おかやま産学官
ネット WEB)
24）http://www.sanyonews.jp/article/488507(山陽
新聞digitral WEB)
25）http://www.orpc.okayama-u.ac.jp/tenji/medi
cal_01.html(岡山大学 WEB)
26）https://www.oka-pu.ac.jp/organization/top/in
dex/15.html(岡山県立大学 WEB)
27）http://www.fukuyama-u.ac.jp/info/press-
release/entry-3592.html(福山大学 WEB)
28）http://www.optic.or.jp/medpro-okayama/(岡山
県産業振興財団 医療機器プロモートおかやま
WEB)
29）http://www.optic.or.jp/medical/(岡山県産業振
興財団 メディカルテクノおかやま WEB)
30）http://www.kawasaki-m.ac.jp/med/sanchi/(川
崎医科大学産学連携知的財産管理室 WEB)
31）http://www.sangaku-cons.net/(中国地域産学官
連携コンソーシアム WEB)
32）http://okayama-sangakukan.jp/modules/con
tents0/index.php?id=10(おかやま産学官ネット
WEB)
33）http://micro-gr. jp/(ミクロものづくり岡山
WEB)
34）http://www.medicalnet-okayama.jp/(メディカ
ルネット岡山 WEB)
35）http://www.optic.or.jp/medical/okayamake
niyoukougaku/(岡山県産業振興財団 岡山県医
用工学研究会 WEB)
36）http://obiss.tech/wp/introduction/(おかやま生
体信号研究会 WEB)
37）http://www.optic.or.jp/bioactive/(岡山県産業
振興財団 おかやまバイオアクティブ研究会
WEB)
38）http://www.optic.or.jp/medical/okayamake
niyoukougaku/report_detail/index/62.html(岡
山県産業振興財団 岡山県医用工学研究会 第
108回例会 WEB)
39）http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/
516033_3925697_misc.pdf(岡山県 WEB)
40）http://www.optic.or.jp/otex/report/(岡山県産
業振興財団 OTEX2016 WEB）
41）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2017/
01jan/170118.html(川崎医科大学衛生学 WEB)
42）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2017/
01jan/170119.html(川崎医科大学衛生学 WEB)
43）https://m.kawasaki-m.ac.jp/hygiene/2017/03/
170331.html(川崎医科大学衛生学 WEB)
